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総量で 3.9%の削減、2013年と比べると 5.7%の削減を達成しました。 
本学は、「地域に支えられ、地域に貢献し、世界に羽ばたく大学」として、人々の健
康、医療、福祉の向上と発展に貢献するため、次の 3Ｃを推進しています。 
















(平成 28年 5月 1日現在) 
学長  塩 田  浩 平 
理事  山 田  尚 登 
理事  松 末  𠮷 隆 
理事  小笠原 一 誠 
理事  竹 田  幸 博 
監事  井 㞍  正 博 
監事  梅 山  克 啓 
 
職員・学生数 
(平成 28年 5月 1日現在) 
職員数 
  役員  5(2) 人 
  教員  369(2) 人 
  事務職員 137 人 
  技術職員 783 人 
    計  1294(4) 人 
   (注) (  )内の数字は、外数で非常勤を示します。 
 
医学部学生数 
  医学科  690 人 
  看護学科 256 人 
    計  946 人 
 




土地  233,018m2 









期間  平成 27年度(平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日) 
範囲  医学部、医学部附属病院、附属図書館、事務部門 
  (瀬田月輪団地の看護師宿舎を除く全てを対象としています。) 
公表時期  平成 28年 9月 
 
参考としたガイドライン 

















































図 1. 過去 5年間の総エネルギー使用量の推移 
















図 3. 過去 5年間の CO2総排出量の推移(関西電力調整後係数) 












図 5. 過去 5年間の CO2総排出量の推移(デフォルト値) 










図 7. 過去 5年間の電力使用量の推移 

























平成 27 年度は、657（ｔ）であり、前年度比 3％増となっています。その原因とな









































































す。平成 27 年度においては、ダンボール 42,100[kg]、新聞紙 1,990[kg]、雑誌類





5.  環境目標・実績 
   本学が設定している環境目標と 27年度実績を整理したものが下表です。 
     エネルギーや水は、目標を達成しましたが廃棄物については、達成できませ
んでした（詳しくは、「4.環境負荷参照」）。 
      





































○換気（外気量）の適正化                     






































室外機５台（冷房能力合計 279kW）、室内機等 33台   
 
国際交流会館老朽化の空調設備を高効率エアコンに更新 
室外機 11台（冷房能力合計 30kＷ）、室内機 15台     
 
分子神経科学研究センター老朽化の空調設備を高効率エアコンに更新 
室外機５台（冷房能力合計 103kＷ）、室内機 18台     















附属病院 №1Tr 150ｋVA 
附属病院 №3Tr 200ｋVA 
附属病院 №5Tr 100ｋVA 
附属病院 №8Tr 300ｋVA 
附属病院 №9Tr 200ｋVA 
附属病院 №10Tr 75ｋVA 
 
【第 2電気室】 
附属病院 №1Tr 100ｋVA 
附属病院 №3Tr 200ｋVA 
附属病院 №5Tr 500ｋVA 
附属病院 №6Tr 500ｋVA 
附属病院 №7Tr 500ｋVA 
附属病院 №8Tr 500ｋVA 







  ○滋賀医科大学中長期省エネルギー計画の検証 
   下記のような中長期省エネルギー計画を平成 26 年度に作成しました。      




























１） 高効率 エアコンに更新（本部管理棟等）       261 （GJ）   
２）高効率 変圧器に更新（附属病院各電気室）    274 （GJ）     
３）蒸気管バルブ等保温（ボイラー室等）        1,215 （GJ）    
合 計       1,750  （GJ） 
22 
 
７． 社会活動情報 
 
本学では、教育、研究、診療等の活動を通じ社会・地域貢献を行っています。 
 
■「在宅看護力育成事業訪問看護師コース」・「看護師特定行為研修機関」 
超高齢化社会の到来を見据えた在宅看護師の養成開始や医師の指示を待たずに
一定の診療の補助を行う看護師を養成する体制を整備し、国立大学として初めて研
修機関として指定を受けました。 
 「看護師の特定行為研修」とは、団塊の世代が75歳以上となる2025年に向け、病院
での治療から在宅医療に移行させるため、医師等の判断を待たずに、手順書により
一定の診療の補助（特定行為）を行える看護師を計画的に養成することを目的として、
厚生労働省が平成27年3月に設けた制度です。 
 平成28年6月から、県内の病院や訪問看護事業所でニーズの高かった人工呼吸に
関する3区分6行為の指定研修を開講しました。 
 今後、指定を受けた特定行為区分を順次拡大させるとともに研修生も増員し、地域
医療の充実を図ることで、滋賀県が今後10年間を見据えて策定される「滋賀県地域
医療構想」に積極的に貢献することを目指しています。 
 
■「ＪＣＨＯ滋賀病院との連携強化」 
 滋賀医科大学では、「滋賀県地域医療再生計画」に基づき、平成22年6月に滋賀県、
東近江市、（独）国立病院機構（NHO）と協定を締結し、NHO滋賀病院（現NHO東近江総
合医療センター）に寄附講座を設置し、地域医療の再生に向けた教育・研究・診療活
動を推進してきました。協定期間終了後は、平成26年4月にNHO及び東近江市と、さら
に平成27年9月に（独）地域医療機能推進機構（JCHO）と、「地域医療教育研究拠点に
関する協定」を締結し、NHO東近江総合医療センター及びJCHO滋賀病院に活動拠点を
設け、医師派遣による地域医療支援と、地域医療を担える医師の養成等に努めてい
ます。 
 
■「高次広域救命救急医療」 
診療面では、地域医療中核病院として地域に不可欠な医療分野への対応に取り
組んでおり、特にヘリポートの新設による高次広域救命救急医療の充実や南海トラフ
地震に備えた体制を整備しました。 
 
■「高大連携事業」 
 本学では、膳所高校、虎姫高校、立命館守山高校との間で協定を締結し、講義や
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実習などの高大連携事業を行っています。そのほか、県内の進学校との間で進路別
の高大連携事業や、滋賀県教育委員会からの依頼でコアSSH事業「滋賀サイエンス
プロジェクト」を実施しています。 
 平成25年6月にオープンした「メディカルミュージアム」では、人体模型、骨格標本、
ヒト病理標本、バーチャルスライドシステムを配置しています。各校来訪の際にはミュ
ージアムの見学も行っています。 
 
■「公開講座」 
 地域社会の方々への生涯教育を、医療人育成教育研究センター生涯学習支援室
で企画し、実施しています。がんや肝臓病、生活習慣病、口腔疾患など、社会的ニー
ズを考慮しつつ、毎年幅広いテーマで開講しています。 
 
■「社会的に要請の高い研究分野」 
研究における社会貢献は、独自の研究活動を推進し、世界に発信することである
と考えており、アルツハイマー病、がん治療や生活習慣病医学などの社会的に要請
の高い研究分野において成果をあげています 
 
 
 
24 
 
８． その他 
 
